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徳 島 県

Only one Tokushima

徳島発の政策提言

「地方創生」への処方箋

〜知恵は地方にあり！〜

（林野庁）





「 徳 島 発 の 政 策 提 言 」

～ 地方創生に向けて ～

徳島県政の推進につきましては，日頃から格別のご配慮をいただき，厚くお礼申し上げ

ます。

さて，我が国では，昨年５月，「日本創成会議」が，全国の約半数の市区町村を「消滅

可能都市」として発表して以来，「人口減少・極点社会」到来への危機感がこれまでにな

く高まり，国におかれては，昨年末の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の閣議決定を

はじめ，「地方創生」に向けた取組みを加速させておられます。

さらに，現在，昨春の消費税増税後の景気回復の遅れや，昨年の豪雨・豪雪災害に象徴

される近年の異常気象がもたらす大規模災害への対応，切迫する「南海トラフ巨大地震」

を迎え撃つための早急な「国土強靱化」など，挙国一致で取り組むべき課題が山積してお

ります。

こうした中，本県においては，次代を担う若い世代をはじめ，県民一人ひとりが夢と希

望を持って将来を語ることができる社会の実現に向け，急速な少子高齢化の進行や，本格

的な人口減少社会の到来への対応を加速するため，全国に先駆けて「地方創生“挙県一致”

協議会」を立ち上げ，「地方版総合戦略」の策定を進めるとともに，「まち・ひと・しご

と」の好循環により「地方創生」を推進すべく，様々な課題に対し，実効性のある「処方

箋」を打ち出し，「創造的実行力」をもって，全力で取り組んでいるところです。

しかしながら，真に「地方創生」を実現し，「日本創生」へと繋げるためには，「地方

回帰」の流れを確かなものとすることが重要であり，このためには，地方独自の取組みは

もとより，国においても，「知恵は地方にあり！」を具現化する新たな政策や大胆な制度

の見直し，地域の特性に着目した「モデル事業」の展開など，地方の「知恵」や現場の「声」

に耳を傾けた効果的な施策を充実していただくことが必要不可欠であります。

そこで，「課題解決先進県・徳島」として，「一歩先の未来」を切り拓く「処方箋」を

「徳島発の政策提言」として取りまとめましたので，国におかれましては，平成２８年度

の予算編成に反映していただきますよう，ここに提言いたします。

平成２７年５月

徳島県知事 飯 泉 嘉 門
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地方創生に向けた「林業の成長産業化」の実現について １

積極的な公有林化による地方創生と国土保全について ３
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